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乃木静子の悲劇を後世に、住民が再建ヘ資金募る 出身の鹿

児島、接収された銅像[鹿児島県]
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乃木静子

写E認を見る

明治時代¢陸軍大将乃木希拠(まれすけ)

(1849-1912)の安静子 (1859 

-1912)の銅像を再建する取り組みが、

出身地の鹿児島市で進んでいる.回路戦争

(1904-05年)で長男と次男を失った

悲しみに耐え、明治天皇の死の後を追って夫

鮒で心中. r殉死」とあがめられ、一度は銅

倣が建てられた.銅i揖は太平洋戦争で銃弾の

材料にするために軍が指収.戦後は軍国主義

復活につながると議戒され、問題されなかっ

た.問題を目指す人たちは 「静子ち戦争の被

答者.銅像で平和を訴えたい」と 11月の建

立を白原に‘資金を募っている.

i甲子は蒲医の家に生まれ. 20歳で長州

(山口県)出身の乃木と結自白した.乃木が、

6万人の戦死傷者を出した中国・旅順攻略作

戦を指揮したことなどから‘愛息2人を戦争

で失った際ち悲しみを表に出さなかったとさ

れる.

静子の銅像は鹿児島市出身の実業家村野

山人(さんじん) (1848-1921)が

1 9 1 9年、静子の家があった岡市新展敷町

の甲突川左岸に建立した.J~収の詳しい時期

は分かつておらず、今は台座だけが残る.

戦後、市民から再建を求める声が何度か出

たが、殉死を軍国主義と結びつける反対意見

があり、市は消極的だった.20 1 2年の没

後 100年を機に、屋敷跡周辺の住民の1mで

再建を目指す機運が高まり‘ 14年9月に

乃木静子の事の跡に残る銅倣の台座=鹿児日 「乃木静子夫人宰u会Jを結成.残った台座

市新屋融町 の隣に再建することにし、街頭などで雰金を

写自を見る 集めている.辿立自用は 1千万円を見込み、

乃木静子と手君臨.亡くZょった当自の写真と5

いわれている{車京乃木神社民世]

可誌を見る

既に半分が集まった.

会の事務局長で、屋敷跡近くの「船日程(ふ

なたま)神社j神職富田昇さん (43)は

「台座だけでは寂しいと幼いころから思って

いたo ，'jf!子の人柄と悲劇を伝える銅像になれ

ばいいJ と話した.お金の詳細は同会~ 09

9 (226) 7457~または会ホームペー

ン.
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